
研究課題名 精神科救急病棟における統合失調症患者の頓用薬の使用と投与場面における看護実践の実態

研究責任者および
研究体制

研究責任者：青木彩香（神奈川県立保健福祉大学大学院保健福祉学研究科）
研究分担者：水戸優子（神奈川県立保健福祉大学大学院保健福祉学研究科教授）
　　　　　   　　佐藤雅美（一般財団法人精神医学研究所附属東京武蔵野病院専門看護師）
　　　　　　     長嶺真智子（一般財団法人精神医学研究所附属東京武蔵野病院認定看護師）

本研究の目的と意義

　本研究では精神科救急病棟に入院をする患者様が頓用薬(症状が出た時に飲む薬)を服用する内容や、医師の頓
用薬に関する処方内容や医師や看護師による頓用薬を服用するまでの経緯や服用後の副作用の有無の観察などに
関する内容も併せて調査することを目的とします。これらの調査内容から、頓用薬に関する実践内容や教育における
課題が明らかになります。

調査データ
該当期間

2024年1月1日〜2024年12月31日

研究の方法
（使用する試料等）

●対象となる方：精神科救急病棟に2024年1月1日以降に入院し下記の条件を満たす患者様
①年齢は18歳以上であり、入院時入院形態は措置入院、医療保護入院、応急入院、緊急措置入院である。性別は
問わない。
② 統合失調症または関連疾患の診断である。
③ 定期処方として少なくとも1種類の抗精神病薬が処方されている。
●利用する情報
・患者属性（性別、年齢、精神科治療歴、精神科診断名（併存疾患を含む)）
・入院後24時間以内に出された全ての抗精神病薬頓用薬の指示の内容
・入院当日から90日間までの定期処方及び頓用薬で使用された全ての抗精神病薬の内容
・抗精神病薬の頓用薬を服用する前後の看護記録（診療録）およびその記録の記載日時

試料/情報の
他の研究機関への

提供および
提供方法

　本研究におけるデータは研究責任者へ提供されます。提供の際、氏名や年齢などあなたを直ちに特定できる情報
は削除して、匿名化した上で提供させていただきます。
データの提供方法は、セキュリティが整備されているファイル転送サービス「データ便」を使用、やむを得ず紙媒体で
提出する際は、研究責任者が現地まで取りに伺います。

研究計画書および
個人情報の開示、

取り扱い

　あなたのご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、この研究計画の資料
等を閲覧または入手することができますので、お申し出ください。
また、この研究における個人情報の開示は、あなたが希望される場合にのみ行います。あなたの同意により、ご家族
等（父母（親権者）、配偶者、成人の子又は兄弟姉妹等、後見人、保佐人）を交えてお知らせすることもできます。内
容についておわかりになりにくい点がありましたら、遠慮なく担当者にお尋ねください。
　この研究は氏名、年齢などのあなたを直ちに特定できるデータをわからない形にして、学会や論文で発表しますの
で、ご了解ください。

本研究の資金源
（利益相反）

本研究は2024年度日本精神科救急学会研究助成を受けています。

【研究全般に関する問い合わせ】
　佐藤雅美(東京武蔵野病院)
　電話：03-5986-3189　Ｅ－ｍａｉｌ：m-sato@tmh.or.jp

【データ収集および管理に関する問い合わせ】
　青木彩香(神奈川県立保健福祉大学)
　E-mail：62411002.rr4@kuhs.ac.jp

当院をご利用いただく患者の皆様へ

　当院では病院長ならびに神奈川県立保健福祉大学倫理審査委員会の承認を受け、下記の臨床研究を実施しております。
　本研究の対象者に該当する可能性のある方で情報等を研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先
にご連絡ください。

お問い合わせ先


